
あ
と
が
き

　
こ

の

『篁
物
語
校
本
及

び
総
索

引
』
は
、
都
留
文
科
大
学
国
語
学
研
究
会
会
員
の
共
同
作
業
の
所
産
で
あ
り
ま
す
。
作

製
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
分
担
を
い
た
し
ま
し
た
。
明
示
し
て
、
そ
の
責
任
の
所
在
を
示
し
ま
す
。

　
　
校
本
作
製
　
　
小
久
保
崇
明

　
　
語
彙
カ
ー
ド
作
製
　
　
大
山
雅
男
・
小
笠
原
敏
雄
・
佐
藤
良
子
・
早
川
建
子
・
藤
原
永
子
・
和
田
初
美
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
嶋
敏
子
・
遠
藤
典
子

　
　
歌
句
索
引
作
製
　
　
小
久
保
崇
明

　
　

カ
ー
ド
校
閲
・
整
理
・
形
式
統
一
　
　
小
久
保
崇
明

　
　
原
稿
執
筆
・
浄
書
　
　
小
久
保
崇
明

　
　
校
正
　
　
小
久
保
崇
明

　
十
分
留
意
し
た
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
過
誤
や
不
備
な
点
な
ど
少
な
く
な
か
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
博
雅
の
方
の

ご

教
示
を
得
て
、
訂
正
に
つ
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
校
本
作
製
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
彰
考
館
の
福
田
耕
二
郎
館
長
、
寺
門
良
隆
氏
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
橋
本
不

美
男
先
生
に
お
世
話
に
な
り
、
語
彙
索
引
作
製
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岩
井
良
雄
先
生
の
助
言
を
仰
ぎ
、
遠
藤
嘉
基
博
士

．

山
岸
徳
平
博
士
・
橋
本
不
美
男
先
生
・
久
保
木
哲
夫
氏
の
論
者
な
ど
か
ら
多
大
の
学
恩
を
受
け
、
諸
本
の
解
説
に
関

斑



し
ま
し
て
は
、
日
本
古
典
大
系
・
桂
宮
本
叢
書
等
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
書
が
上
梓
さ
れ

る
に
い
た
り
ま
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
、
恩
師
鈴
木
知
太
郎
博
士
、
橋
本
不
美
男
先
生
の
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
記
し
て
、
こ
れ
ら
の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後

に
、
硫
刻
・
複
製
の
公
刊
を
ご
許
可
た
ま
わ
り
ま
し
た
彰
考
館
お
よ
び
宮
内
庁
書
陵
部
、
本
書
の
よ
う
な
困
難

な
も
の
の
出
版
を
、
こ
こ
ろ
よ
く
お
引
き
受
け
下
さ
い
ま
し
た
笠
間
書
院
の
池
田
猛
雄
氏
、
種
々
お
手
を
煩
わ
し
ま
し

た
国
文
学
研
究
室
助
手
の
長
島
幸
さ
ん
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
昭
和
四
十
五
年
　
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
小
久
保
　
　
崇
明
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